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会社概要

　弊社は、複合材開発・製造を軸に、各
種航空機構造製品・航空機システム製品、
宇宙機器、産業機器の開発製造および、
米軍機、防衛省機、海上保安庁機をはじ
めとする航空機整備を行っております。
航空機整備実績約14,000機を誇り、世界
の航空機メーカーの国際分担生産に参加
する国内唯一の航空機専業メーカーです。

  はじめに

　およそ30年前、弊社生産管理課では、
大量の品質記録書の山に頭を悩ませてい
ました。当時は、製品を製作するために
発行された作業手順書（品質記録書、以
下S/Oと略す）は年間10万枚以上に上り、
製品が完成し現場から返却されてきた
S/Oは、長い間人手によって整理・確認・
保管・検索が行われてきました。

　S/Oとは、全ての作業工程に携わった
人が、いつ、何を、どのように作業した
かの署名（押印）入りの記録のことです。
同時に、品質検査と作業を適切に実行し
ているかの証明書でもあります。したがっ
て、S/Oの記録管理は、PL法等の遵守
に不可欠な条件です。また、社内文書管
理規定においても保管義務が明記されて
います。しかし、年々増え続けるS/Oを
保管・管理するには、処理能力、保管場
所、検索精度が限界にきていました。事
務所に保管できないS/Oは、倉庫の空き
スペースに置いておく、という記録文書
の扱いとは思えないような状況でした。
大量のS/Oをグループ毎に整理するだけ
で１日が終わってしまいます。処理しき
れなかった分は山積みになって事務所の
一角に溜まっていきました。監査、不具
合等のため、過去のS/Oを探そうとすれ
ば、１週間以上かかることもありました。
　オフィスのOA化が進み、電子ファイ
ルによるペーパレス化が叫ばれる時代の
中、この不適切な状況をどうにかしなく
てはならない、と総務課を中心に記録管
理の確保をめざしていた中、目に留まっ
たのが、当時アメリカでも広く採用され
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ていたマイクロフィルムによる文書の保
管でした。早速以下のような検討が始ま
りました。

記録管理の必要性

a.　処理能力
　夏・春のアルバイト、パート各１名お
よび課員の残業時間で整理確認を行って
いたがグループ毎に整理する工数が年々
増加した。
（実績値：225h/月)
b.　検索の頻度、時間
　原価監査等、品質確認（作業記録）の
検索要望が多い。
　約100万枚の中から1枚のS/Oを探し出
すために３日～１週間を要していた。　
（実績値：20h/月）
c.　保管場所と保管期限 
　S/Oは、永久保管。
　当時の保管量は約100万枚。保管場所
も常に空スペースを探す状態。倉庫の空
いたスペース（約30㎡）に保管している
ため、事務所から遠く、作業性が悪い環
境だった。

マイクロフィルム導入の予測
される効果

a.　処理時間
　225h/月⇒17h/月 （92%削減）
b.　検索時間と発見率
　20ｈ/月⇒１h/月 （95%削減）
c.　保管場所
　30㎡⇒２㎡（92％削減、事務所内に
保管のため作業性も向上）

　以上の検討結果から、1985年にマイ

クロフィルム化の採用が決定し、導入を
開始しました。また、さまざまな方法の
中から、マイクロフィルムを選択した理
由として、以下のことが挙げられます。

・PL法等遵守への対応
・ 改ざんが不可能な証拠性を有する記
録媒体である

・ 長期保管に優れている（富士フイル
ム調査：500年以上）

・ 高解像度で印影などの不鮮明な文書
も確実に記録できる

・ JIS規格で撮影方法、材質、検査が
規定されている

・操作性がシンプルである
・原本性が確保できる

　当初、電子化も検討されましたが、客
先の指導、調整により長期保存性の確保
を優先するため、テストを重ねた結果、

証拠能力を有する高解像力のマイクロ
フィルムの採用を決定しました。当時、
商業帳簿のマイクロフィルム化も認めら
れたことも採用決定に追い風となりまし
た。また、リーダープリンター（この当時
は熱感式の出力）も併せて導入しました。
　今考えますと、もしメーカー標準の電
子ファイルを採用していたら、メーカー
の自主的な製造・保守中止により、画像
データのマイグレーション（媒体の置き
換えや変換）が必要になるばかりか、
OSやアプリケーションに依存され、維
持管理コストはマイクロ作成費を凌ぐ費
用となったことでしょう。

マイクロフィルム化の実績

　現在、マイクロフィルム約2,900本、約

検索用端末機画面

キャビネット収容のマイクロフィルム マイクロリーダープリンター
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1,300万枚を撮影済みです（紙文書相当に
して４段キャビネット1,300本＝約500㎡
相当）。現在も、年間約90万枚の16mm
マイクロフィルム化を継続中です。以前、
防衛省監査が行われたことに伴い、約
１万枚のS/Oの提出を求められたことが
ありましたが、わずか１週間で提出でき
た理由は、マイクロフィルムで確実に記
録されていたからに他なりません。もし、
仮に検索に数ヶ月かかっていたならば、
顧客からの信頼を失っていたでしょう。
　弊社の品質管理には欠かせないマイク
ロフィルムですが、予算の都合で撮影を
中止していた時期もありました。そのよ
うな時も、いつ撮影が再開してもいいよ
うに、準備だけは欠かさずに行ってきま
した。また、今まで行ってきた管理がい
かに重要なことであったかを訴え続けま
した。その甲斐あって、撮影が再開され、
現在に至るまで多くのS/Oをマイクロ
フィルム化しています。

運用方法

　運用方法として、専用端末画面で閲覧
したいS/Oの番号を入力すると、該当す
るフィルムとフィルムの何枚目にそれが
入っているかが表示されます。該当の
フィルムを専用ラックから取り出し、
リーダープリンターで番号を指定し閲覧
するという方法です。
　弊社では、このようなシンプルな方法
で管理を行っています。このフィルムと
S/Oに番号を採って管理するという方法
は、検索システムを含めプログラムの全
てを弊社オリジナルで作りました。

 まとめ

　飛行機部品を製造する弊社にとって、
発生する品質記録書は、飛行機が飛び続
ける限り保管しなければなりません。そ
のためコンプライアンスへの適応、BCP

と災害時対策、組織内の意思決定の適正
化を目指し、品質マネジメントシステム
にマイクロフィルム化された品質記録書
を融合させ、記録管理体制を構築してい
ます。
　企業の存続に関わる文書や代替情報が
他に求められない記録文書（バイタルレ
コード）である品質記録書を長期保存す
ることの意味は、私たちがマイクロフィ
ルム化を始めた当時から現在に至るまで、
またこれから先も変わることはありませ
ん。たとえ記録メディアが別のものに変
わったとしても、同じことです。作業工
程に携わった人々が日々確実に記録し、
その記録文書を継続してマイクロフィル
ム化することによって長期にわたって確
実に保管された記録は、管理する側を裏
切るということは決してありません。記
録文書を管理することは、コンプライア
ンスの遵守を果たすだけでなく、社会的
信頼性と繋がると確信しております。

はインターネットおよび
政府刊行物サービスセンター・書店で購入できます！

書　店

紀 伊 國 屋 書 店
丸 善
八 重 洲 ブ ッ ク セ ン タ ー
MARUZEN & ジ ュ ン ク 堂
ジ ュ ン ク 堂 書 店
芳 林 堂 書 店

など取扱店多数

政府刊行物サービスセンター（国立印刷局直営）

北 海 道 札 幌 サ ー ビ ス セ ン タ ー
宮　 城 仙 台 サ ー ビ ス セ ン タ ー
東　 京 霞ヶ関サービスセンター

大手町サービスセンター
石　 川 金 沢 サ ー ビ ス セ ン タ ー
愛　 知 名古屋サービスセンター
大　 阪 大 阪 サ ー ビ ス セ ン タ ー
広　 島 広 島 サ ー ビ ス セ ン タ ー
福　 岡 福 岡 サ ー ビ ス セ ン タ ー

　定価 1,050円
　定期（年間）購読 12,600円

月刊 IM

月刊 承 り ま す 。

定 期 も（年 間）

お問い合わせは

（社）日本画像情報マネジメント協会 事務局
 TEL  03-5821-7351

●東京官書普及株式会社　　http://tokyo-kansyo.co.jp
●富士山マガジンサービス　http://www.fujisan.co.jp

インターネット
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